
次回
11月22日
の
例会

★12：30点鐘
★名鉄菜館
★クラブフォーラム

ロータリーは分かちあいの心

第2017回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／ＡＥＤについて　御殿場消防署

●会員誕生日
　11月18日  井口修一君
　11月19日　藤田昇司君
　11月20日  勝又博文君
●結婚記念日
　11月16日  勝又　厚君・秀子様 ご夫妻
　11月17日  山崎伊久雄君・久子様 ご夫妻
　11月17日  藤田昇司君・昌子様 ご夫妻
　11月18日　小早川豊一君・かず代様 ご夫妻
　11月18日　山口幸男君・勝子様 ご夫妻
　11月19日　井上　元君・浩子様 ご夫妻
　11月21日　勝又敏樹君・一代様 ご夫妻
●皆出席
　11月９日　梶原一正君（18年）
　11月９日　内海隆治君（18年）

　秋が、一日ごとに、深まってきました。
１．ロータリーのご報告
①11月１日、当クラブのパスト会長会が開かれました。
②11月２日、ＧＳＥ（研究グループ交換）について当クラブの受入があり、タイのトンプリＲＣ、
　ロータリアンのリーダーと20代の輝いている男女４名が御殿場を訪れました。歓迎の昼食には、
　望月幹事と参加しました。担当の鈴木栄一国際奉仕委員長、小早川豊一君、お疲れ様でした。
　東山荘の石田所長や皆さま、お世話になりました。
③11月３日・４日、第2620地区大会が、沼津で開催され、私どもクラブからは33名が参加いたしま
　した。地区ガバナー表彰があり「年間出席率優秀クラブ」第３位の賞をいただきました。

２．話のさんぽ道
　今日は、ＧＳＥ（研究グループ交換）にちなみ、タイ王国の首都バンコクを流れる「チャオプラヤ
川の微笑み」について学んでみましょう。
　チャオプラヤ川は、旧名称がメナム川です。タイ第一の河川で、重要な水上交通の動脈です。こ
の大河を古い都・アユタヤから遊覧船で下ると、バンコクまで約３時間かかり、船上からは流域に
広がる常夏・東南アジアの原風景を楽しむことができます。
　チャオプラヤ川は、水は少し濁っているが“とうとうたる流れ”です。船が、商業と文化の街・
バンコクに近づくにしたがい、流域の景観は集落が次第に大都市に変わり、色鮮やかで荘厳な寺院
や城郭も目立ってきます。この川に架かる橋は、日本からの円借款によって建設・補修されたもの
が多く、バンコク周辺で13箇所もあるようです。川の沿岸部には、船着場をもつ高床式（水位対策）
の木造住宅が点在するが、暮らしは決して豊かには見えない。このような状景でも岸辺には、水遊
びを楽しむ子供たちの人なつっこい笑顔が見え、思わず“微笑み”つつ手を振ってしまいます。
　この度のＧＳＥのメンバーは、タイでも非常に恵まれた環境に育っているためか、表情も自然な
“微笑み”がこぼれていて、しかも、確かな将来目標をもつ優れた若者たちでした。しかし、タイ国
民の生活実情は、日本とは大分格差があり、保健・貧困など大きな問題も抱えています。彼らが、
今後、日タイ友好の架け橋になるとともに、人のためになる活躍をされるよう、期待しています。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫

第2620地区
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卓 話
静岡経済研究所 理事　中村昭夫様

サブプライムショックの現状と今後

出 席の 報 告11
8

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 58名 48名 82.76％ 100.00％

井口修一君・神谷高義君・勝間田太住君・大森清治君 
芹澤正明君・鈴木栄一君・戸栗太平君・渡辺　巌君
山内強嗣君・山崎伊久雄君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（10名）

メ ー プの キ ッャ10
25

ス マの イ ル11
8
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10月14日

10月17日

10月19日

10月24日

10月26日

11月４日

地区青少年

長 泉

裾 野

長 泉

裾 野

地区大会

神谷　高義君

勝又　敏雄君

内海　宣彦君

井上　　元君

戸栗　太平君

梶原　一正君

　日本の株式市場は欧米の影響で続落中、円は112円後半で落ち着いています。８月の
サブプライムショックの時は111円の円高、日経平均は16,000円まで下げましたが、
今回はそれほどではありません。
　アメリカでは３ランクの住宅ローンがあります。優良顧客（プライム層）向けのプライム、その下のオ
ルトＡ、そして過去に延滞・担保差し押さえ・年収の50％を超える返済額・評価スコアリングが低い等
の顧客向けがサブプライムです。サブプライムの割合は全住宅ローン1,200兆円の約10％、115兆円の規
模です。
　問題はサブプライムローンが債務担保証券に再証券化され機関投資家に保有されている事です。ただ
の住宅ローンのこげつきなら利息さえ払っていれば問題なく、満期になってはじめて損失となります。
機関投資家は情報を開示する必要があるので決算期ごとに時価等で評価しなくてはならず、次々と
損失（含み損）が発表される訳です。今週シティグループ会長兼ＣＥＯが、９月より含み損が110億ドルも
増えた事で引責辞任しました。
　ＩＭＦは損失見積もり（含み損）は最大23兆円で当初の倍と試算しています。しかし本当の最終的な損
失額は、住宅などの価格変動や米政府の救済策によってもっと少ないかもしれません。今、短期で含み
損をどんどん計上しているため、増資やリストラなどの対策も可能で、市場が調整しているとも考えら
れます。日本のバブル時のように突然債務超過で経営破綻するような事はありません。損失が分散化さ
れて不透明な反面、リスクも分散されています。日本の投資家はほとんど持っていませんし、アメリカ
やヨーロッパの投資家の損失は一年の利益範囲内、最大で米ＧＤＰの５％未満なので差し引き一年間成
長率ゼロで済む、と考える事もできます。シティなどは素早く処理をしディスクローズしないと株を売
られるという事情もありました。したたかなヘッジファンドはいち早く処分、むしろ空売りで儲けたか
もしれません。
　最近の日本株の弱い動きは、半分を占める外国人投資家から見て、他のアジア諸国に比べ日本が魅力
無いからです。政治への不信感、建築基準法の悪改正（９月の新設住宅着工44％減）等で日本株がヘッジ
ファンドの餌食になった感があります。国内企業は増益５％なので、政治経済の正常化により、来年３
月末に日経平均18,000円、ドル／円は120円と予想しています。

■地区大会の写真をありがとうございました。豊山徹也さんにいっ
　ぱい撮っていただきました。　会長・幹事・会計


